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八代市教育委員会９月定例会会議録 

 

【開 催 日】 平成３０年９月２６日（水） 

【場  所】 八代市千丁支所２階 庁議室 

【出 席 者】 北 岡    博 教育長 

冨 田 壽 人 教育委員 

小 嶋 ひろみ 教育委員 

松 永 松 喜 教育委員 

水 田 千 春 教育委員 

【出席職員】 宮 田    径 教育部次長 

和久田 敬 史 教育部次長 

機   智三郎 教育政策課長 

西 村   裕 学校教育課長 

有 馬  健 一 教育部首席審議員兼教育施設課長 

澤 田 宗 順 教育部理事兼生涯学習課長    

沖 村   巧 教育サポートセンター所長  

福 原    透 博物館未来の森ミュージアム副館長 

 

【事 務 局】 岩 崎 伸 一 教育政策課課長補佐兼教育政策係長 

西 村 妙 子 教育政策課主任 

 

【審議事項】 

 

 

 

 

＜議案案件＞ 

①八市教委議第２５号 八代市立図書館協議会委員の委嘱に

ついて 

＜報告案件＞ 

①報告第１９号 八代市議会平成３０年９月定例会について 

②報告第２０号 平成３０年度９月補正予算の概要について 

③報告第２１号 平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果

について 

④報告第２２号 学校施設のブロック塀について 

 

１．開会 （午後２時７分開会） 

 

２．会議録承認 平成３０年２月臨時会（２／２３、２／２７）、平成３０年

３月定例会、平成３０年４月定例会、平成３０年５月定例会、

平成３０年６月定例会、平成３０年７月定例会 

 

３．教育長報告  
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北岡教育長 

 

前回の会議から今回までに参加した行事や事業、委任された

事項などの中で特に重要と思われるものについて報告 

４．議題  

  北岡教育長 報告第２１号 平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果

については、適切な審議環境を確保する必要があるため、秘密

会にすることを提案する。 

 

  教育委員 全員異議なし 

 

  北岡教育長 報告第２１号 平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果

については、八代市教育委員会会議規則第５条に基づき秘密会

とする。 

 

  北岡教育長 本日の議題の進め方については、八市教委議第２５号を審議

後、報告第１９号、第２０号及び第２２号を行い、議事を一時

中断し、各課かい及び事務局の連絡事項を行う。その後秘密会

とした報告第２１号を行う。 

 

 

 

澤田教育部理事

兼生涯学習課長 

〈八市教委議第２５号 八代市立図書館協議会委員の委嘱に

ついて〉 

委員の任期満了により新たに委員を委嘱する。委嘱期間は、

平成３０年１０月１日から平成３２年９月３０日までとする。 

 

 （質問等なし） 

 

 【議案第２５号 承認】 

 

 

宮田教育部次長 

〈報告第１９号 八代市議会平成３０年９月定例会について〉 

 ９人の議員からの質問があった。 

 大倉議員から監査指摘事項に対するこれまでの取組、今後の

対応について質問があり、徴収金等取扱マニュアルを作成して

いること、現金管理システムを作成し、学校等へ配布している

こと、指摘事項について、事務研修会や学校訪問において、指

導、周知を行っている。今後、マニュアルの不備を見直し、指

摘事項について校長園長会での説明を通じて周知し、適切な事

務管理に努めるとした。 

 橋本徳一郎議員から熱中症対策とエアコン設置について、質

問があり、熱中症については、文部科学省からの通知内容を紹

介し、学校・幼稚園に対し注意喚起を行ってきたとした。また、

水筒持参を認めていない学校があるのではないかとの質問に
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ついては、１学期は認めていない学校があったが、２学期は全

ての学校で水筒持参が認められており、教育委員会としては行

事や期間に限定することなく気象状況に応じて柔軟に対応す

ることが重要であると認識しているため、今後とも指導を徹底

していくとした。また、エアコンの設置については、全ての対

象施設の設計、資材等や工事期間の確保が難しいため、来年度

までに設置するのは困難であるとした。 

 西濵議員からも熱中症対策とエアコン設置について質問が

あり、市長のエアコン設置方針について変更はなく、国の補助

額が予定より低くなったとしても予定どおり実施する。また、

事業の前倒しがあった場合、資材・人材の不足が想定されるが、

一日でも早く完了できるよう努力するとした。 

 前川議員から放課後子供教室の現状と今後の取組み、放課後

児童クラブとの連携について質問があり、放課後児童クラブが

設置されていない５校区のうち３校区で放課後子供教室を実

施し、宿題サポートや読み聞かせ、体験活動、交流活動等を行

っており、コーディネーター等スタッフの確保に課題はあるが

活動に頑張っている。また、連携については、八代市放課後対

策事業運営委員会を設置し、放課後児童クラブと情報交換を行

っているとした。 

 橋本隆一議員からは、小中学校における男女混合名簿につい

て質問があり、男女混合名簿は男女共同参画のための意識づく

りに意義があると考えているという教育委員会の基本的な姿

勢を示し、今後は、まだ導入していない学校に対して、導入を

進めていくとした。 

 金子議員からは、学校施設の安全対策について質問があり、

学校施設のブロック塀については、平成３０、３１年度の２ヵ

年で改修する予定であること、非構造部材耐震改修事業につい

ては、平成３０年度までで完了する予定であることとし、今後

の課題については、エアコンの設置、トイレの洋式化、施設の

老朽化対策等とした。 

 堀議員からは、地域学校協働活動事業の事例と実績、成果と

課題についての質問があり、まず、地域と学校が連携・協働し

て、地域全体で未来を担う子供たちの育成を支えていくという

事業の考え方を示し、四中、三中校区での取組を紹介した。ま

た、成果と課題については、事業連絡協議会の中で地域や学校

から出された意見を紹介し、ボランティアスタッフ等人員の確

保や補助制度終了後の継続運営体制づくりが課題であるとし

た。 

 百田議員からは、危険ブロック塀の対応について、熊本地震
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時の被害状況と対応について質問があり、３件の倒壊被害はあ

ったが、金網フェンス等にて復旧したこと、人的被害はなかっ

たことを報告した。また、金子議員と同様に大阪府北部地震後

の対応についても質問があった。 

 北園議員からは、小学校運動部活動の社会体育移行に関する

質問があった。円滑に移行するための協議を検討委員会におい

て行い、「八代っ子クラブ」活動指針を作成し、現在８校が社

会体育へ移行しているが、スポーツ指導者人材バンクに登録は

あるものの、種目・校区・時間等の条件によって、指導者が見

つからない校区があることが課題であるため、市長部局と連携

しながら環境整備をしていくとした。また、移行直後の様々な

課題に対応するため「八代っ子クラブ連絡協議会」の立ち上げ

について検討委員会で協議を行っているとした。 

 

 （質問等なし） 

  

 

和久田教育部

次長 

〈報告第２０号 平成３０年度９月補正予算の概要について〉 

＊教育サポート事業 ７９１千円 

＊小学校施設整備事業 １６，８１５千円 

＊中学校施設整備事業 １３，５５９千円 

＊社会教育センター管理事業 １，７３５千円 

 基準に不適合なコンクリートブロック塀の改修に必要な経

費を補正するもの。 

＊教育振興事業（小学校） ８６０千円 

＊学校教材充実事業（小学校）２９８千円 

＊学校教材充実事業（中学校）１８２千円 

＊不登校児童生徒の適応指導事業 ９１千円 

 八代市学校・子ども教育応援基金を活用した事業を実施する

ために必要な経費を補正するもの。 

＊要保護・準要保護就学援助事業（小学校） ５，１１６千円 

＊要保護・準要保護就学援助事業（中学校） ８，４３８千円 

 経済的な理由により就学困難な平成３１年度新入学予定者

の保護者に対し、入学用品費の入学前の支給を行うに当たり必

要な経費を補正するもの。 

＊公立学校施設災害復旧事業 ５，７５６千円 

 豪雨被害により崩落した法面の災害復旧経費を補正するも

の。  

 

松永教育委員  要保護、準要保護の対象者は、増えてきているか。 
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西村学校教育

課長 

 学校によっては３割を超えているところもある。また、２０

年前は一桁だった校区で２割近くになっているところもあり、

右肩上がりで増えている。 

 

宮田教育部次長  全体の平均でいうと、１５％くらいだと思う。 

 

和久田教育部

次長 

今回の補正は増加しているからではなく、前もって入学用品の

購入をするために、３月までに支給するために行うものであ

る。 

 

 

有馬教育部首席

審議員兼教育施

設課長 

 

〈報告第２２号 学校施設のブロック塀について〉 

 大阪北部地震でのブロック塀倒壊による事故を受け、市立の

学校施設を点検したところ、安全性に問題がある学校等が２６

施設あった。そのうち、特に危険性が高い小学校６校、中学校

３校について、今年度中に既存ブロック塀を解体・撤去し、新

たに金網フェンスを設置するため、補正予算を計上する。 

 今後は、来年度までの２ヵ年で全てのブロック塀の改修を実

施する予定である。 

 

冨田教育委員  金網フェンスの高さはどのくらいになるか。  

 

有馬教育部首席

審議員兼教育施

設課長 

 

 今のブロック塀の高さを確保する。また、隣接する民家との

目隠しが必要なところは、金網ではなく、金属製の目隠しフェ

ンスを設置する予定としている。 

５．連絡事項 

 

 

 

 

 

教育政策課 氷川中組合について、第２回外部評価委員会につ

いて 

学校教育課 小学校・中学校運動会について、中体連陸上競技

大会、小体連陸上競技大会について、北海市派遣

交流について 

生涯学習課 キッズチャレンジについて 

教育サポートセンター スキルアップチャレンジ教室につい

て、くま川教室秋の遠足について、トワイライト

セミナーについて、科学発明展について 

博物館 秋季特別展覧会について、休館について 

事務局 １０月定例会日程確認（10/16 10：15～） 

 

 （議事再開） 

〈報告第２１号 平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果

について〉 
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＜秘密会につき、会議内容は省略＞ 

 

６．会議録署名委

員の指名 

 

 小嶋委員・水田委員 

 

 

７．閉会 （午後４時００分 閉会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成  年  月  日 

 

署名委員 

 

                

 

 

                

 

記録者 

 

 

                


